＜防災士資格取得試験を受験される方へ＞
　防災士の資格取得を希望する方は、次のとおり手続きを行ってください。
　なお、防災士資格取得にかかる費用はすべてご本人の負担となります。
１　日本防災士機構への『防災士教本』代及び受験料の払い込み
・第１日目の開講日前日までに、振込取扱票（＊１）により、日本防災士機構資格試験口座あてに、6,000円（『防災士教本』代3,000円（税込）＋防災士資格取得試験受験料3,000円（税込））を振り込んでください。
※振込にかかる手数料は、払込者の負担となります。
　　　※受験料の振込後、受験を辞退される場合の取り扱いなどについては、同機構にお問い合わせください。
・『防災士教本』は、第１日目の会場受付でお渡しします。
受付では、日本防災士機構への防災士教本代の振込を確認するために、郵便局の払込受付押印のある振込票が貼付された「防災士資格取得試験受験申請書（個人申請用紙）」（＊２）を提出してください。
なお、事前に『防災士教本』の受け取りを希望される方は、当センター事務室まで取りに来ていただくか、送料着払いにて送付しますので、ご連絡ください（事務室まで取りに来ていただく場合は、必ず事前に電話連絡をお願いいたします）。
　
（注）＊１、＊２は、受講決定書送付時に、併せて送付します。
２　レポートの提出
　　・防災士資格取得試験の受験資格を得るためには、清流の国ぎふ防災リーダー育成講座の受講とあわせて、レポートを提出する必要があります。
　　・レポートは、『防災士教本』の全３１講目のうち、講座に含まれない講目（１２講目）について、『防災士教本』等を参考にして自習し、各講目について２００字程度（様式任意）で要点や感想を記載してください。
　　・レポートの提出は、以下①～④のいずれかの方法により行ってください。
　　　　①フォーマットへの入力（https://goo.gl/forms/l7w7K1aRYRTmS3hh2）
②講座会場受付への提出
③メール（gfbosai@gifu-u.ac.jp）
④ＦＡＸ（058-293-3891）
　　・講座を修了しても、レポートが提出されない場合は、防災士資格取得試験の受験資格が得られませんのでご注意ください。
　　・レポートの提出締切は、平日コースにあっては８月２４日（金）、日曜コースにあっては１１月２８日（水）（期限厳守）です。
（裏へ続く）
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３　防災士資格取得試験対策
・第３日目の講義終了後、講義会場において、防災士資格取得試験対策の講義を行いますので、受講希望者は参加してください。事前の申込は不要です。
４　防災士資格取得試験
　・第４日目の講座終了後に、日本防災士機構が「防災士資格取得試験」を実施します。
・「防災士資格取得試験」は、講座には含まれませんので、試験に関する事項については、同機構へお問い合わせください。
◆問い合わせ先
特定非営利活動法人日本防災士機構（東京都千代田区一番町２５）
電話　０３－３２３４－１５１１
５　防災士認証登録申請
　・上記４の防災士資格取得試験の合格者は、日本防災士機構へ防災士認証登録申請を行うことができます。認証登録申請の際は、同機構への認証登録料（5,000円（税込））が必要です。
　・同機構における認証後、各本人あてに防災士認証状および防災士証が郵送されます。
　・防災士の認証登録に関する事項については、試験の際に同機構から説明があります。
　　
